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2014年度秋季大会の報告

2014年度秋季大会は，福岡国際会議場（福岡市博多

区石城町）を会場として2014年10月21日（火）～23日

（木）に行われた．参加者数（前納登録者と当日受付

者の合計）は880名であった（第１図）．

２日目午後には，福岡国際会議場国際会議室におい

て堀内賞が町田敏暢氏と羽角博康氏に，正野賞が塩竈

秀夫氏と松井仁志氏に，山本賞が釜江陽一氏と木下武

也氏に，奨励賞が永井秀行氏と小山芳太氏にそれぞれ

授与された．授賞式に続いて堀内賞，正野賞及び山本

賞の受賞記念講演が行われた．記念講演に引き続き，

大会シンポジウム「惑星大気研究の最前線」が開催さ

れ，４件の基調講演と総合討論が行われた．

大会期間中は，ポスターまたは口頭発表による一般

講演，並びに特定のテーマに基づいて世話人が編成す

る11件のスペシャル・セッションが行われた．講演件

数は，一般講演が392件（内訳はポスターが220件，口

頭発表が172件），スペシャル・セッションが160件，

合計552件で，これは過去最多の講演件数であった．

会期中およびその前日には，個別のテーマによる５

件の研究会が開かれた．

今大会の開催に当り，９の企業・団体からご出展・

ご協賛を頂きました．厚く御礼申し上げます．

最後に，今大会実行委員として大会準備・運営にご

尽力頂いた福岡管区気象台，九州大学，福岡大学をは

じめとする九州支部の皆様に深く感謝の意を表しま

す．

2014年11月 講演企画委員会

第12回天気予報研究会開催のお知らせ

第12回天気予報研究会は，３日から10日の中期予報

に焦点を当てて，中期予報システムの特徴や具体的な

利活用の仕方ついて議論します．入場は無料です．

講演要旨などについては気象学会の天気予報研究連

絡会のホームページに掲載する予定です．

日時：2015年２月20日（金）13時30分～17時00分

場所：気象庁講堂（気象庁２階）

発表題目（順不同）：

１.「気象庁現業アンサンブル予報システムの特徴と

顕著現象予測への利活用」

経田正幸（気象庁予報部数値予報課）

２．「アンサンブル予報技術の現業業務での利活用

～週間天気予報～」

高山 大（気象庁予報部予報課）

３．「気象庁の台風進路予報について」

上野幹雄（気象庁予報部予報課アジア太平

洋気象防災センター）

４．「さくらんぼ栽培と天気予報」

斉藤幸宏（斉藤農園，日本気象予報士会東

北支部）

５．「週間天気予報の最低／最高気温は，平年値から

大きく隔たる値をどのように予報しているか？」

内山常雄（日本気象予報士会神奈川支部）

６．「夏の１か月予報～週間予報支援図から，集中豪

雨を予測できないか 」

藤井 聡（日本気象予報士会静岡支部）

主催：日本気象学会天気予報研究連絡会

問い合わせ先：下山紀夫（日本気象予報士会）

n-shimoyama＠nifty.com

第１図 過去５年間の大会参加者数と講演件数
（口頭，ポスター）．


